
第
二
九
八
回
俳
都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト 

 

第
二
九
八
回
開
函 

 

「
櫟
」
副
主
宰 

 
 

櫛
部 

天
思 

選 

 

特
選
三
句 

 

く
ち
び
る
に
般
若
心
経
花
遍
路 

 
 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
松
山
市 
久
米 

康
生 

  

一
字
書
の
漲
る
力
春
隣 

和
歌
山
県
日
高
郡
印
南
町 

平
田 

悦
子 

  

四
方
よ
り
鳥
集
ひ
た
る
早
桜 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
新
宿
区 

中
村 

我
人 

 



入
選
二
十
句 

 
（
市
外
） 

真
珠
買
ふ
旅
の
終
は
り
の
暖
か
さ 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
倉
敷
市 

矢
定 

ま
り
子 

桜
待
つ
日
の
き
ら
め
き
や
天
守
閣 

愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町 

門
田 

陽
子 

再
会
に
着
ぶ
く
れ
を
し
て
街
に
出
る 

 
 

 
 

 
 

 

広
島
県
広
島
市 

徳
田 

信
夫 

ハ
イ
カ
ラ
の
通
り
霞
に
揺
れ
て
浮
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
文
京
区 

長
野 
紋
佳 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
待
つ
間
の
風
の
う
ら
ら
か
に 

 
 

 
 

 

富
山
県
滑
川
市 

中
山 

瑞
規 

竹
筒
の
俳
句
ポ
ス
ト
や
寒
も
ど
る 

 
 

 
 

 
 

愛
媛
県
新
居
浜
市 

薦
田 

千
代
子 

芽
柳
の
側
に
夫
婦
で
座
り
け
り 

 
 

 
 

岡
山
県
岡
山
市 

浅
野 

よ
し
え 



覗
き
見
る
鉄
砲
狭
間
に
花
三
分 

 
 

 
 

 

京
都
府
京
都
市 

川
原 

英
良 

粉
雪
降
る
帰
郷
の
鶴
の
羽
揃
ひ 

 

東
京
都
多
摩
市 

青
木 

美
代
子 

風
薫
る
野
球
姿
の
子
規
の
像 

兵
庫
県
姫
路
市 

糸
谷 

和
子 

そ
れ
ぞ
れ
の
心
経
響
き
春
の
堂 

大
分
県
大
分
市 

萱
嶋 

彰 

フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
二
日
続
き
の
お
で
ん
食
べ 

広
島
県
呉
市 
影
野 

成
子 

ラ
ジ
オ
鳴
く
眼
科
病
棟
春
灯 

愛
媛
県
東
温
市 

井
上 

修
二 

（
市
内
） 

手
作
り
の
和
時
計
の
音
夏
座
敷 

愛
媛
県
松
山
市 

渡
部 

玲
子 

童
顔
の
子
規
の
横
顔
楠
若
葉 

愛
媛
県
松
山
市 

渡
部 

秀
美 



う
ぐ
ひ
す
の
声
を
力
に
淡
路
ヶ
峠 

愛
媛
県
松
山
市 

青
野 

華
歩 

寺
町
を
過
ぎ
て
湯
の
街
初
桜 

 
愛
媛
県
松
山
市 

小
木
曽 

富
美
子 

花
ミ
モ
ザ
降
る
庭
先
を
ポ
ス
ト
ま
で 

愛
媛
県
松
山
市 

岡
本 

幸
子 

 

（
十
五
歳
以
下
） 

シ
ャ
ボ
ン
玉
み
あ
げ
た
そ
ら
に
す
い
こ
ま
れ 

愛
媛
県
松
山
市 
田
路 

美
晴 

湯
築
城
ス
タ
ン
プ
を
押
す
山
桜 

 
 

 
 

 

東
京
都
大
田
区 

西
沢 

英
明 

 

伊
予
灘
も
の
が
た
り
賞 

 該
当
な
し 

 



投
句
総
数 

 

一
、
〇
六
七
句 

市
外 

 
 

 
 

六
一
六
句 

市
内 

 
 

 
 

四
五
一
句 

投
句
者
総
数 

 
 

六
二
〇
人 

市
外 

 
 

 
 

三
九
七
人 

市
内 

 
 

 
 

二
二
三
人 

  

開 

函 

日  
 

令
和
二
年
五
月
三
十
一
日 


